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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　4 月 29 日（日）、県立但馬牧場公園で「さかなのつかみ取り」イベントが開催されました。
　この日は好天に恵まれ、町内外から約 300 人の家族連れでにぎわい、さかなを追いか
ける子どもたちの姿に会場からは笑いと歓声があがりました。

●テレビ放送アナログからデジタルへ……… 2 ページ

●「新温泉町出前講座」開設………………… 4 ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 12 ページ

●くらしの情報……………………………… 14 ページ ５
新温泉町広報
－平成19年5月号－
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５月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐



2

‐
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
7
月
24
日
ま
で
に
‐

す
べ
て
の
地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
し
ま
す
。

広報しんおんせん（5月号）

地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
移
行

　

地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
鮮
明
な

画
像
や
Ｃ
Ｄ
並
み
の
ク
リ
ア
な
音
声
、

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
情
報
も
充
実

し
た
「
デ
ー
タ
放
送
」、
２
～
３
番
組

を
同
時
に
放
送
で
き
る
「
マ
ル
チ
編

成
」、「
字
幕
放
送
」
や
「
解
説
放
送
」

な
ど
高
度
で
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年 

に
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送 

が
終
了

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
の
電
波
法

の
改
正
に
よ
り
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
7
月
24
日
ま
で
に
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
新
温
泉
町
で
は
テ
レ
ビ
局
か
ら
「
地
上
ア
ナ
ロ
グ
波
」
と
い
う
電
波
が
送

ら
れ
、
そ
の
電
波
を
受
信
し
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
」
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
」
と
い
う
電
波
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
放
送

す
る
新
し
い
技
術
で
、
す
で
に
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
に
お
い
て
放
送
が
開
始

さ
れ
、
放
送
エ
リ
ア
を
順
次
拡
大
し
て
い
ま
す
。

H19（2007）.5.10

 
地上デジタル放送はいつから？

　新温泉町では、主に香住局と浜坂局の電波を受信しています。
香住局と浜坂局のデジタル化の予定は、下の表のとおりです。
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ｅ－むらづくり計画検討委員会公募委員募集

　新温泉町の情報通信基盤整備及び情報通信技術の活
用について広く町民の皆さまの意見を反映させ、町民
の参画と協働による行政運営を進めるため、ｅ－むら
づくり計画検討委員会の公募委員を募集します。

●活動内容　平日に開催する委員会に学識経験者など
町が選任した委員とともに出席し、町民の視点から
地域情報化推進に関する重要事項について、調査、
審議していただきます。

●募集人員　２人程度
●任　　期　平成１９年６月から平成２０年３月まで
●応募資格　町内に住所を有する満１８歳以上の人
●謝　　金　規定に基づき報償費、交通費を支給します。
●応募方法　公募委員申込書に必要事項を記入の上、

小論文テーマ「新温泉町の地域情報化推進について」
（８００字程度）を企画課あてに提出してください。

●募集期限　５月２８日（月）必着
●選考方法　申込書（小論文）について、選考委員会

で審査し選考します。選考の結果は、６月上旬に文
書で通知します。

● そ の 他　公募委員申込書は企画課または温泉総合
支所振興課で受け取るか、町ホームページからダウ
ンロードしてご利用ください。

　ｅ－むらづくり計画に関連した会議にも出席してい
　ただきます。

－問い合わせ先－
企画課　広報情報係
℡（0796）82-5624

E-mail　info@town.shinonsen.hyogo.jp

H19（2007）.5.10

広報しんおんせん（5月号）

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応 

が
必
要

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
て

も
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
ま
で
並
行
し
て
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
す
ぐ
に
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

が
見
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

か
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
を
買
い
足
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
別

途
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
夢
ネ
ッ

ト
」
や
共
聴
テ
レ
ビ
組
合
も
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
し
な
け
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
「
夢
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

終
了
ま
で
に
浜
坂
地
域
へ
の
延
伸
と
併

せ
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
を
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、「
夢
ネ
ッ
ト
」
で
ご

覧
い
た
だ
く
場
合
に
も
、
右
記
と
同
じ

方
法
か
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
替
わ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用
の
セ
ッ
ト
ト
ッ

プ
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
で
総
務
省

や
テ
レ
ビ
局
、
及
び
そ
の
関
係
機
関
が

お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
警
察
署
、
ま

た
は
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便
乗
し
た
架

空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が
書
か

れ
た
手
紙
が
届
き
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
切
り
替
え
助
成
金
」
が
支
給
さ
れ

る
の
で
手
数
料
の
支
払
を
す
る
よ
う
求

め
た
り
、「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」
を
名
乗

る
人
物
が
自
宅
に
や
っ
て
き
て
、
受
信

工
事
や
テ
レ
ビ
の
調
整
代
金
の
支
払
を

求
め
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
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町政のうごきから
　

―

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り―

「
新
温
泉
町
出
前
講
座
」
開
設

広報しんおんせん（5月号）

H19（2007）.5.10

▼
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
在
住
、
在

勤
及
び
在
学
す
る
人
で
、
10
人
以
上

で
構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

▼
会
場
の
手
配
な
ど　

会
場
は
新
温
泉

町
内
と
し
ま
す
。
設
営
（
会
場
借
上

げ
料
な
ど
を
含
む
）、
講
座
運
営
は

申
し
込
み
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

講
師
の
派
遣
料
は
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

開
催
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
者
は
、
開
催
予
定
日
の

2
週
間
前
ま
で
に
役
場
（
企
画
課
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

開
催
日
時
、
内
容
な
ど
で
不
都
合
な

場
合
は
、
協
議
の
上
、
変
更
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

政
治
、
宗
教
及
び
営
利
を

目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
同
講
座
で
は
質
疑
や

意
見
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
が
、
苦

情
を
言
う
場
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

本
年
は
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
の
将
来
像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と

温
も
り
の
郷
」
の
実
現
に
向
け
、
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
年
で
す
。
本

町
は
「
情
報
公
開
」「
説
明
責
任
」
を
柱
に
住
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
る
こ
と
で
、
住
民
と
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
も
６
月
か
ら
職
員
が
各
地
域
な
ど
に
出
向
い
て
、
町
の
仕
事
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
本
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
町

職
員
が
各
地
域
に
出
向
き
、
自
ら
担
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
制
度
で
す
）

平成１９年度出前講座メニュー
№ 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所） № 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所）

1 環境問題とＩＳＯ１４００１について

総務課

23 農林業の現状について
農林水産課（産業建設課）2 情報公開制度のしくみ 24 水産業の現状について

3 新温泉町の財政について 25 畜産業の現状について
4 人権について学ぼう 26 新温泉町の道路

建設課（産業建設課）5 総合計画について
企画課

27 まちの景観形成について
6 みんなで取り組もう行財政改革 28 住民参加のまちづくり
7 生活の中の情報化 29 新温泉町の上水道

上下水道課（産業建設課）
8 町税の種類としくみ

税務課（振興課）
30 浜坂の温泉

9 簡単な農業所得の収支計算 31 暮らしと環境を守る下水道
10 悪徳商法に負けるな！

町民課（住民福祉課）

32 下水道への接続
11 意外と簡単！ごみ分別 33 公立浜坂病院の診療体制

公立浜坂病院12 災害への備えは万全ですか？ 34 公立浜坂病院事業の業務内容
13 戸籍と住民票のはなし 35 介護老人保健施設・訪問看護・

居宅介護支援の利用案内14 医療保険制度について 健康課（住民福祉課）15 健康づくりについて 36 会計のしくみ 出納室
16 次世代育成支援計画について

福祉課（住民福祉課）

37 学校教育について 学校教育課
17 地域包括支援センターについて 38 まちの文化財を知る

社会教育課（教育委員会分室）18 介護保険制度について 39 人権教育の現状と課題
19 福祉制度について 40 誰でも気軽にできる体力づくり
20 新温泉町の観光戦略

商工観光課（振興課）
41 誰でも気軽に参加できる公民館講座 浜坂公民館（温泉公民館）

21 地域交流の推進 42 暮らしと読書の楽しみ方 加藤文太郎記念図書館
22 商工業の振興 43 新温泉町議会の概要 議会事務局



町政のうごきから

　　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
昨
年

５
月
か
ら
本
誌
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

H19（2007）.5.10

　

地
域
高
規
格
道
路
「（
仮
称
）
浜
坂

道
路
」
の
計
画
検
討
懇
話
会
の
初
会
合

が
、
4
月
25
日
（
木
）
サ
ン
シ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
検
討
懇
話
会
は
、
地
域
高
規
格

道
路
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
の

一
部
で
あ
る「（
仮
称
）浜
坂
道
路
」（
香

住
区
余
部
か
ら
浜
坂
地
域
ま
で
の
約
９

㎞
）
の
概
略
計
画
に
お
け
る
ル
ー
ト
選

定
に
あ
た
っ
て
、
地
域
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
約
1
㎞
の
ル
ー
ト
帯

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
懇
話
会
事
務
局
の
県

新
温
泉
土
木
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
、

1　

で
き
る
限
り
直
線
的
な
ル
ー
ト
と

し
整
備
費
用
を
抑
え
る

２　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
交
差
さ
せ
な
い

3　

国
立
公
園
区
域
を
通
過
さ
せ
な
い

4　

集
落
を
で
き
る
だ
け
回
避
す
る

5　

県
道
浜
坂
井
土
線
や
観
光
拠
点
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
性
を
確
保
す
る

　

な
ど
の
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、「
地
元
商
工
業

に
配
慮
し
た
ル
ー
ト
選
定
を
」「
雪

の
影
響
を
考
え
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
が

良
い
の
で
は
」「
田
ん
ぼ
や
生
態

系
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
、
会
合
を
重

ね
な
が
ら
年
内
に
ル
ー
ト
帯
を
決

め
る
予
定
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
土
木
事
務
所
居
組
道
路
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

―

地
元
住
民
の
声
を
生
か
し
た
計
画
を―

浜
坂
道
路
計
画
検
討
懇
話
会
が
発
足

▲活発に意見交換する委員



町政のうごきから

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

　

同
施
設
は
、
町
の
将
来
像
「
海
・
山
・

温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の

郷
」
実
現
に
向
け
、
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト

の
温
泉
入
浴
（
シ
ャ
ン
プ
ー
）
の
ほ
か
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
旅
行
な
ど
で
お
出
か

け
の
際
、
ペ
ッ
ト
の
一
時
預
か
り
、
宿

泊
な
ど
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
自
然
資
源
を
活
用
し
た

温
泉
地
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
整
備
し

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
新
温
泉
町

を
訪
れ
る
人
に
も
、
ペ
ッ
ト
を
預
け
て

心
置
き
な
く
温
泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

木
造
平
屋
建
て
、
52
・
58
㎡
に
露
天

風
呂
２
箇
所
、
足
湯
１
箇
所
を
設
け
、

犬
、
猫
あ
わ
せ
て
最
高
30
匹
ま
で
宿
泊

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、５
月
７
日
（
月
）

か
ら
は
、毎
週
月
曜
日
に
、ペ
ッ
ト
（
小

型
犬
）
の
毛
や
皮
膚
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
「
ト
リ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
を
設
け
利
用
促
進
を
図
っ

っ
て
い
ま
す
。
小
型
犬
の
み
を
対
象
と

し
て
お
り
、
５
０
０
０
円
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

　

犬
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
３
０
１
０

　

去
る
４
月
７
日
（
土
）
に
全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
営
業
所
近
く
の
町
営
東
駐
車

場
の
一
角
に
、
本
町
が
約
１
４
０
０
万
円
を
か
け
、
全
国
で
も
珍
し
い
温
泉
を

利
用
し
た
ペ
ッ
ト
休
憩
施
設
「
ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス
」
を
整
備
し
、
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

H19（2007）.5.10

４
月
７
日
（
土
）
に
ペ
ッ
ト
休
憩
施
設 

 「
ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス
」
が
竣
工

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 2区　　分 単　位 利用料

ペット室
（冷暖房完備）

一時利用

２時間 300 円
半日

（４時間以内） 500 円

１日 1,000 円

宿泊利用
猫

１泊
2,000 円

犬 3,000 円
（大型犬など２ゲージ利用する場合は 50％増しになります）

露天風呂、足湯、 
シャワー

町　内
1 時間

900 円
町　外 1,300 円

▲温泉を利用した犬、猫の露天風呂



町政のうごきから

平
成
18
年
度
兵
庫
県
自
治
振
興
助
成
事
業
に
つ
い
て

H19（2007）.5.10

　

美
方
警
察
署
で
は
、
子
ど
も
な
ど
を

狙
っ
た
悪
質
な
事
件
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
方
郡
内
で

の
安
全
を
よ
り
高
め
よ
う
と
、
美
方
署

に
加
え
、
組
織
力
の
あ
る
美
方
広
域
消

防
本
部
と
新
温
泉
町
消
防
団
、
香
美
町

消
防
団
に
も
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
美
方
警
察
署
の
内
田

満
署
長
、
美
方
広
域
消
防
本
部
の
田
村

隆
雄
消
防
長
、
香
美
町
消
防
団
の
本
城

繁
信
団
長
及
び
本
町
消
防
団
の
平
澤
輝

實
団
長
が
出
席
し
、
覚
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　

覚
書
の
内
容
は
、
通
常
業
務
時
で
も

消
防
車
両
の
赤
色
灯
を
回
転
さ
せ
た
警

戒
走
行
を
実
施
す
る
ほ
か
、
業
務
中
に

犯
罪
や
事
故
を
認
知
し
た
と
き
は
、
直

ち
に
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

出
席
者
ら
は
締
結
式
で
の
調
印
を
終

え
、
改
め
て
防
犯
体
制
の
強
化
と
住
民

の
安
全
、
安
心
に
努
め
る
た
め
、
互
い

に
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

◆
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
観
光
支
援
事
業

　
「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た
２
０
０
６　

い
ん

　

し
ん
お
ん
せ
ん
」
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

等
の
開
催

◆
大
庭
井
せ
き
改
良
推
進
事
業

　

県
事
業
の
大
庭
井
せ
き
改
良
事
業
に

係
る
負
担
金

◆
有
害
鳥
獣
防
除
柵
設
置
事
業

　

各
地
区
の
農
会
が
行
う
有
害
鳥
獣
防

除
柵
、
檻
（
お
り
）
な
ど
の
新
規
設

置
に
対
す
る
補
助
金

◆
町
道
浜
坂
海
岸
線
改
良
事
業

　

町
道
浜
坂
海
岸
線
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
設
置
工
事
費

◆
田
井
川
河
川
改
良
事
業

　

田
井
川
の
護
岸
整
備
工
事
費

◆
家
の
奥
川
（
用
土
）
河
川
改
良
事
業

　

家
の
奥
川
の
護
岸
整
備
工
事
費

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
、
警
察
、
消
防
及
び
消
防
団
が
協
力
し

て
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
と
し
た
「
美
方
郡
の
安
全
、
安
心
に
関
す
る
覚
書
」
の
締

結
式
が
４
月
３
日
（
火
）、
美
方
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
に
本
町
が
行
っ
た
次
の
事
業
は
、
経
費
の
一
部
と
し
て
兵
庫
県
の

競
馬
収
益
金
を
財
源
と
す
る
自
治
振
興
資
金
の
助
成
（
補
助
金
・
貸
付
金
）
を
受

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

▲白熱する「び～ちふぇすた２００６　
いんしんおんせん」の模様

広報しんおんせん（5月号）7

‐
住
民
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
‐ 

 

美
方
郡
の
安
全
、
安
心
に
関
す
る
覚
書
の
締
結

▲覚書を締結し、握手する出席者



H18（2006）.4.13

TEL（0796）82-5251

　

おはなし会　　 　　　　      

　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。お子さまと
一緒に参加しませんか。

『おかあさん』他
◆と　き　5 月 12 日 ( 土 )
      　　　 午後 2 時～
◆ところ　図書館・おはなし室

『ゆかいなかえる』他
◆と　き　5 月 26 日 ( 土 )
      　　　 午後 2 時～
◆ところ　図書館・おはなし室

休館日のお知らせ　　　　      

加藤文太郎
記念図書館

　

「5月のおすすめの本」
ご案内

無
む

銭
せん

優
ゆう

雅
が

山田　詠美著／幻冬社
　42 歳の慈雨は、「心中する前の日の心持
ちで、つき合って行かないか？」そんなこと
を口にする同い年の栄という男と出会う。や
がて二人は大人になり損ねた少年と少女の
ように愛し合う。人生の後半で出会った二
人のどこかおかしくて温かい恋の行方…。

林
りん

住
じゅう

期
き

五木　寛之著／幻冬社
　50歳から75歳までの人生を「林住期」
という。人生の黄金期は若い時ばかり
ではない、むしろ 50 歳からが一番人生
のクライマックスと言える。目標を定
めて次のステップへ飛躍する生き方の
すすめ。五木流人生読本。

「そうじ」をすると運がよくなる
Dr. コパ著／廣済堂

　そうじをするだけで運が驚くほど良
くなるなんて…。信じるも信じないも
あなた次第。Dr. コパが家中の場所別そ
うじ法で開運術の極意をわかりやすく
紹介。気軽に試せて家中きれいになる
幸運獲得のヒント満載。

はるにあえたよ
はた　こうしろう・絵／ポプラ社

　ふたごのこぐま、マークとマータはま
だ春をみたことがありません。待ちきれ
なくなったふたりは春を探しにでかけ
ます。愛らしい絵と美しい色彩で、春を
迎える喜びがいっぱいに描かれた絵本。

リサとガスパール　にほんへいく
ゲオルグ・ハレンスレーベン・絵／ブロンズ新社
　ウサギでも犬でもない不思議な子ど
もたち、リサとガスパール。今度は日本
へ遊びに来ました。見るもの、食べる
ものすべてが珍しい二人は、ドジばか
りしてお父さんに叱られます…。油絵
で描かれた絵には古くて新しい日本の
魅力があふれているかわいいおはなし。

広報しんおんせん（5月号） 　8

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

は休館日



◆材料（４人分）
　・イワシ　　４尾
　・パセリ　　少々
　・小麦粉　　適量
　・サラダ油　適量

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！ 

　

★
イ
ワ
シ
の
か
ば
焼
き

H19（2007）.510

瑞
宝
双
光
章

多
く
の
火
災
現
場
や
災
害
現
場
、

捜
索
活
動
で
活
躍　

　

消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
40

年
以
上
前
に
大
き
な
火
事
が
あ
り
、
そ

こ
で
消
火
活
動
を
体
験
し
て
消
防
団
の

重
要
性
を
感
じ
た
こ
と
。
そ
れ
以
来
42

年
余
り
を
消
防
団
員
と
し
て
1
秒
で
も

早
く
現
場
へ
出
動
す
る
事
を
心
が
け
、

多
く
の
火
災
や
災
害
の
現
場
で
活
躍
し

ま
し
た
。

　
「
町
職
員
の
協
力
や
、
団
員
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
務
め
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

少
し
で
も
早
い
出
動
を
手
助
け
し
て
く

れ
た
奥
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

素
晴
ら
し
い
子
に
支
え
ら
れ
る

　

西
村
武
さ
ん
は
60
歳
ま
で
、
美
方
郡

内
の
小
中
学
校
を
中
心
に
教
職
を
務

め
、
そ
の
経
験
よ
り
、「
荒
れ
た
子
ほ

ど
心
が
純
真
で
、
人
を
見
る
目
が
素
晴

ら
し
い
。
そ
う
い
う
子
ほ
ど
大
事
に
し

な
く
て
は
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
出
石
町
立
寺
坂
小
学
校
と
旧
温

泉
中
学
校
で
は
校
長
を
務
め
、
そ
の
後
、

旧
温
泉
町
で
９
年
間
教
育
長
を
務
め
ま

し
た
。

　

休
日
は
家
を
空
け
る
こ
と
が
多
く

「
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
出
来
な
か
っ
た
が
、

支
え
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

地
域
整
備
に
尽
力　

　

地
域
整
備
を
推
進
し
た
い
と
の
想
い

か
ら
町
議
に
立
候
補
し
、
昭
和
46
年
の

初
当
選
以
来
、
旧
浜
坂
町
議
を
8
期
に

わ
た
っ
て
務
め
、
そ
の
間
議
長
も
務
め

ま
し
た
。

　
「
長
年
努
め
て
こ
れ
た
の
は
、
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
。
家
族
に
は
苦
労
を
か

け
た
が
感
謝
し
て
い
る
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
受
章
に
あ
た
っ
て
は
、

「
自
分
で
は
精
一
杯
努
め
た
つ
も
り
だ

が
、
受
章
に
値
す
る
だ
け
の
結
果
を
残

せ
た
の
か
」
と
謙
虚
に
そ
の
気
持
ち
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
作
り
方

①
イ
ワ
シ
は
頭
、
は
ら
わ
た
を
取
り
、

き
れ
い
に
洗
う
。
手
開
き
し
、
中
骨

を
取
り
、
水
気
を
取
る
。

②
①
を
酒
大
さ
じ
2
、
し
ょ
う
油
大
さ

じ
2
、
生
姜
汁
大
さ
じ
1
に
漬
け
、

下
味
を
付
け
る
。

③
イ
ワ
シ
の
漬
け
汁
を
き
り
、
薄
く
小

麦
粉
を
ま
ぶ
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ

ラ
ダ
油
を
熱
し
、
身
か
ら
焼
く
。

④
調
味
料
（
み
り
ん
大
さ
じ
3
、
し
ょ

う
油
大
さ
じ
4
、
砂
糖
大
さ
じ
2
）

と
水
大
さ
じ
2
を
煮
立
て
、
焼
い
た

イ
ワ
シ
に
か
ら
め
る
。

⑤
パ
セ
リ
を
細
か
く
切
っ
て
散
ら
す
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

広報しんおんせん（5月号）9

春
の
叙
勲　

町
内
受
章
者
の
み
な
さ
ん

元浜坂町議
西垣 好德 さん (75)

新温泉町居組

元温泉町消防団長
西村 　作 さん (67)

新温泉町湯

（元公立中学校長）
西村　武 さん (72)

新温泉町湯
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まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

日本精機宝石工業㈱ 生産作業① 不問 115 ～ 140
生産作業② 130 ～ 150

浜美屋食品㈱ 事務員 20 ～ 35 145 ～ 200
営業 40 以下 165 ～ 245

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

㈱マルワ水産運輸 事務員 26 ～ 35 150 ～ 200
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465

株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165 ～ 273土木技術者
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300

㈲ラッキー美容院 美 容 技 術 一 般、
アシスタント等 40 以下 140 ～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 18 ～ 35 145 ～ 170
水産加工工
場管理者 18 ～ 50 180 ～ 200

守山石油㈱ 給油販売員 20 ～ 40 130 ～ 140
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35 以下 168 ～ 215
㈱三島組 現場監督者 25 ～ 55 260 ～ 310
㈲山本工務店 型枠大工見習 不問 138 ～ 184
㈲西岡ポンプ工業 配管手元工 不問 176 ～ 180
㈱新日本観光センター 事務員 18 ～ 30 130 ～ 140

㈱田中工業所 事務員 不問 125
土木施工管理技師 50 以下 185 ～ 230

㈲松本電気商会 電気設備工事 45 以下 170 ～ 260
オザキ住建㈱ 営業 25 ～ 35 238

（温泉地域）

㈱朝野家
客室係 不問 225 ～ 260
フロント係 不問 145 ～ 155
販売係 18 ～ 40 140 ～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント係 不問 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
フロント係 25 ～ 35 150 ～ 250経理事務 25 ～ 40

㈱井筒屋 客室係 不問 223 ～ 249
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 190
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140 ～ 240
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124

㈱寿荘
フロント係 18 ～ 40 180 ～ 230
客室係 不問 200 ～ 230
洗浄係 不問 150 ～ 180

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

㈲山陰住設工業 営業 不問 150 ～ 250

㈱山根工務店 建築設計、
施工管理 25 ～ 35 230 ～ 300

㈱ワークステーション 客室係 不問 158 ～ 228

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700 ～ 850
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700 ～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16 ～ 40 770
日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55 ～ 62 800
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

㈱トヨダ 販売 18 ～ 57 860
千原縫製 縫製工 30 ～ 45 683
㈲アートライフタニタ 販売員 不問 750 ～ 850

㈱隆栄水産 ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 19 ～ 50 750 ～ 950

浜坂郵便局 郵便外務 不問 790 ～ 1,350
のぎく作業所 作業所補助員 不問 800

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋
客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800

㈱西沢製作所
機械設計 40 以下 1,000
溶接工 不問 700 ～ 750
現場事務 不問 700

㈱朝野家
洗浄係 不問 700 ～ 750
調理補助 不問 700 ～ 750
販売係 不問 800
ヒーリングルーム係 18 ～ 30 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200 ～ 1,300
アイケー電機㈱ 機器組立 18 ～ 30 750 ～ 1,000

㈲兵庫ライフサービス
フロアースタッフ

不問 770
厨房スタッフ

㈱ナカケー レジ、接客 不問 750 ～ 900
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16 ～ 40 750 ～ 760
いなば酒販㈲ レジ係 不問 750 ～ 800

㈱寿荘 客室係 不問 1,000 ～ 1,500
洗浄係 不問 800 ～ 1,000

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300

　（常　用） 　（パート） 平成 19 年 4 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（5月号）

H19（2007）.5.10
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
16―

認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
制
度
と
は
？ 

　

意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
自
ら
の
経
営

を
計
画
的
に
改
善
す
る
た
め
に
作
成
し

た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
市
町
村

が
認
定
し
、
そ
の
計
画
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
関
係
機
関
、
団
体
が
支
援

す
る
仕
組
み
で
す
。

対
象
者
は
？

　　

意
欲
の
あ
る
人
は
認
定
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
個
人
お
よ
び
法
人

◆
経
営
規
模
や
所
得
の
小
さ
い
農
家

◆
新
規
就
農
を
め
ざ
す
非
農
家
や
兼
業

農
家
の
う
ち
、
一
定
の
所
得
が
得
ら

れ
る
農
業
経
営
を
め
ざ
す
場
合

◆
農
地
を
持
た
な
い
畜
産
や
施
設
園
芸

H19（2007）.5.10

広報しんおんせん（5月号）

　　

農
林
水
産
省
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
農
政
改
革
を
打
ち
出
し
、
平
成
19
年

産
（
度
）
か
ら
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」「
米
政
策
改
革
」「
農
地
、
水
、
環

境
保
全
向
上
対
策
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
農
業
委
員
会
で
は
、
中
山
間
地
域
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
気
候
等
悪
条
件
が

重
な
る
中
で
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
担
い
手
育
成
、
集
落
営
農
の
推
進
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
こ
の
対
策
で
は
、
担
い
手
（
認
定
農
業
者
及
び
一
定
の
条
件
を
備
え
た
集
落

営
農
で
一
定
規
模
）
に
施
策
が
集
中
化
、
重
点
化
し
構
造
改
革
を
目
的
と
し
た
中
身

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農業経営改善計画の作成
　
　経営規模や所得、労働時間を数字で
表しながら、自らの経営状況を点検し、
５年後の経営改善目標と達成に向けた
取り組みを具体的に書き込みます。
　
　1．経営規模の拡大
　　（例）もっと大きな農業がしたい
　2．生産方式の合理化
　　（例）生産のムダを省きたい
　3．経営管理の合理化
　　（例）複式簿記でコスト管理をしっ
　　　かりしたい
　4．農業従事の態様等の改善
　　（例）労働時間を少なくしたい

※
農
業
経
営
改
善
計
画
の
書
き
方
、
経

営
内
容
の
分
析
な
ど
、
農
業
経
営
改

善
計
画
の
達
成
に
向
け
て
市
町
村
、

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
等
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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‐無病息災、五穀豊穣を祈って‐

千谷麒麟獅子舞を奉納

　新温泉町杜氏自醸酒研究会が 4 月 19 日（木）、
夢ホールで開かれ、杜氏 36 人が 115 点の酒を持
ち寄り、新酒の出来栄えを競いました。今回は浜
坂地域と温泉地域の杜氏組合が合併して、新温泉
町杜氏組合となった後、初めて行われた研究会で
した。
　前日には、本町の杜氏が冬の間、各地の酒造会
社で丹精込めて作った自慢の新酒の香りや味など
のバランスについて審査がありました。審査にあ
たった大阪国税局の佐野英二鑑定官室長は「暖冬
の影響でもろみの管理など、酒づくりが大変な年
であったが、香りや味のバランスがとれた作品が
多かった」とコメントし、今年の出来栄えをたた
えました。また、町杜氏組合の田中博和組合長は「酒
造業界は厳しい状況が続いているが、今後も良い
酒づくりに励みたい」と意欲を示していました。

‐住民の安心・安全を守る‐

新温泉町消防団出初式 　合併後２回目となる新温泉町消防団出初式が 4
月 22 日（日）、浜坂体育センターで開催されま
した。
　式典で馬場町長が、浜坂支団、温泉支団から参
加した団員 430 人に「少子高齢化が進み、消防
団の役割はますます重要。より一層の尽力を期待
する」と式辞を述べました。続いて平澤団長は「有
事には、住民の安心、安全を守るのが使命。住民
の信頼と付託に応えてほしい」と訓示しました。
　式典後、岸田川河川敷で各分団の消防車両 25
台による一斉放水がおこなわれ、団員らは決意を
新たにしました。

利き酒会で新酒の出来栄えを確認する関係者無病息災などを祈って奉納される千谷麒麟獅子舞

‐杜氏 36 人が新酒 115 点を出品‐

新温泉町杜氏自醸酒研究会

　千谷の秋葉神社で、4 月 15 日（日）の例祭に
あわせて、町の民俗文化財である千谷麒麟獅子舞
が奉納されました。千谷麒麟獅子舞の由来は、江
戸時代の終わり頃に千谷の集落のほとんどが焼け
る大火に見舞われ、秋葉神社に火の神として麒麟
獅子を奉納したことから始まったと伝えられてい
ます。
　この日は、麒麟獅子をはじめ、赤い衣装を身に
まとった一行や、榊をかついだ子どもたちととも
に集落内を練り歩きました。各家庭の庭先で面を
かぶった猩猩（しょうじょう）の奇声を皮切りに、
太鼓や笛の音に合わせて麒麟獅子が舞い、一帯は
夕方までにぎわっていました。

広報しんおんせん（5月号）

一斉放水する消防車両

H19（2007）.5.10
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　「浜坂みなとほたるいか祭り」が 4 月 8 日（日）、
浜坂漁港せり市場で開催されました。この祭りは、
全国でも有数の水揚げ量を誇る本町のホタルイカ
を町内外に広く PR し、町の振興を図ろうと、毎
年漁が最盛期を迎えるこの時期に行っているもの
です。会場には、京阪神など町内外から、過去最
高の約 15,000 人が、水揚げされたばかりの新鮮
なホタルイカ約 400 キロを使って料理された軍艦
巻きやお好み焼きなど、趣向を凝らしたさまざま
なホタルイカ料理に舌つづみをうっていました。
　今年は七釜温泉の足湯コーナーや但馬牛ステー
キのコーナーも設けられ、今回のイベントの目玉
である、クレーンで吊る釜揚げコーナーでは、直
径約 1.5㍍の大釜を使って大量のホタルイカが一
気にゆで上げられると、会場からは大きな歓声が
あがりました。

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

　豊岡市出石町の袴狭（はかざ）遺跡で出土した
古墳時代（今から 1,700 年前）の線刻画を参考に
建造された古代船の完成進水式が 4 月 29 日（日）、
歴史的な港町である諸寄漁港で開かれました。
　古代船は、一本の丸太をくりぬいた丸木船とた
て板などの板材を組み合わせた「準構造船」と呼
ばれる形状で、ベイマツの大木を使用し、全長
11㍍、幅 1・6㍍、高さ 2・2㍍、重さ約 3㌧で、
ほぼ原寸大に復元されています。
　古代船は、10 月 13 日にオープンする播磨町
の県立考古学博物館の展示の目玉で、この日のイ
ベントは、テープカットや命名式に続き、地元諸
寄地区の伝統芸能「麒麟獅子舞」によって清めら
れました。そして、白装束を身にまとった香住高
校のボート部員 8 人によって力強く海へこぎ出
されました。体験乗船やバザー、浜坂中学校吹奏
楽部による演奏もおこなわれ、多くの観客でにぎ
わいました。
　

香住高校のボート部員が乗り組み、進水する古代船

直径約 1.5㍍の大釜でゆでられるホタルイカ

‐過去最高の 15,000 人が来場‐

第９回浜坂みなとほたるいか祭り

広報しんおんせん（5月号）

‐古墳時代から時を越えて‐

古代船「ひぼこ」完成進水式
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浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

第
２
回
新
温
泉
町
大
盆
栽
・

山
野
草
展

▼
と
き　

5
月
12
日
（
土
）
～

　

５
月
23
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
の
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の

作
品
（
山
野
草
、
盆
栽
等
）
約
50
点

を
展
示
し
ま
す
。

ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー 

講
習
会
参
加
者
募
集

　

ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
、
土
の

代
わ
り
に
ハ
イ
ド
ロ
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
植
物
を
育
て
る
水
栽
培
法
の
一
種
で

す
。
土
を
使
用
し
な
い
の
で
、
部
屋
を

汚
す
こ
と
も
な
く
、
家
中
ど
こ
に
で
も

置
け
る
た
め
人
気
が
あ
り
ま
す
。
植
物

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
で

す
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

5
月
22
日
（
火
）

　

午
後
2
時
～

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
募
集
期
限　

5
月
16
日
（
水
）

▼
参
加
費　

１
２
０
０
円
程
度

　
（
材
料
代
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.5.10

ご
案
内

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を 

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
換
気
扇
を

回
さ
ず
使
用
し
て
い
た
た
め
、
死
亡
に

至
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
小
型

ガ
ス
湯
沸
器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必

ず
換
気
扇
を
回
し
ま
し
ょ
う
。

◇
物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空
気
が

必
要
で
す
。
十
分
な
換
気
を
し
な
け

れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、
一
酸
化
炭

素
が
発
生
し
ま
す
。

◇
閉
め
切
っ
た
4
畳
半
ほ
ど
の
部
屋
で

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る

と
、
約
20
分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭

素
が
部
屋
に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◇
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。
頭

痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い
た
時

に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、

手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

経
済
産
業
省　

製
品
安
全
課

　

℡
（
０
３
）
３
５
０
１
‐
４
７
０
７

広報しんおんせん（5月号）

こころのケア相談のお知らせ

　ストレスや対人関係の悩み、眠れない、認知
症など高齢者のこころの問題、アルコール、薬
物から起こる問題などで、悩んだり、心配なこ
とはありませんか。気軽にご相談ください。

▼と　き　　5 月 16 日（水）
　　　　　　午後 1 時 30 分～午後 4 時
▼ところ　　新温泉健康福祉事務所
▼対　象　　こころの健康で悩んでいる本人、
　　　　　　家族、関係者
▼募集期限　　5 月 14 日（月）
▼その他　　予約制ですので、まずは気軽に
　　　　　　お電話ください。

－問い合わせ－
新温泉健康福祉事務所
℡（0796）82-3161

お
知
ら
せ
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日
本
赤
十
字
社
の
活
動
金 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す―

　

日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
の
命
と
尊

厳
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地

震
や
台
風
な
ど
の
被
災
者
の
救
援
活
動

を
は
じ
め
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど

幅
広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
く
寄
附
金
な
ど
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
活
動
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０　

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や

か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

普
通
自
動
車
を
お
持
ち
の 

皆
さ
ま
へ

　

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口

で
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

▼
納
付
期
限　

5
月
31
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
県
豊
岡
県
税
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
２
８

商
業
統
計
調
査
に 

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

6
月
1
日
（
金
）、
全
国
の
商
業
事

務
所
を
対
象
に
商
業
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
５
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
を
厳

区分 医療保険制度 乳幼児等医療費助成制度

一 

部 

負 

担

通　

院 医療費の 3 割
（３歳未満は２割）

１保険医療機関あたり 1 日 700 円 ( 低所得者 1 日 500 円 ) を限度に月 2 回まで。

　※同じ医療機関・薬局等では、月３回目以降の費用負担はありません。

入　

院

１保険医療機関あたり月額 2,800 円 ( 低所得者月額 2,000 円 ) を限度

　※同じ医療機関に長期入院となった場合、４ヵ月目以降の費用負担はありません。

▼乳幼児等医療費助成制度の概要

守
し
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
大　

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
等
医
療

の
対
象
年
齢
が
義
務
教
育
就
学
前
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護

　

者
の
皆
さ
ま
へ

　
　

受
給
資
格
認
定
の
た
め
、
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が

ま
だ
の
人
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
課
福
祉
医
療
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
国
保
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１(

代)
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I N F O R M A T I O N
新
温
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

　

新
温
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

４
月
か
ら
「
新
温
泉
町
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
連
合
会
」に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
を
改

め
、
連
合
会
へ
の
加
入
意
欲
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
会
員
を
募
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　

福
祉
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

か
ら
の
お
知
ら
せ

扇
ノ
山
新
緑
登
山

　

新
緑
の
扇
ノ
山
は
ブ
ナ
の
芽
吹
き
が

と
て
も
美
し
く
、
山
野
草
な
ど
の
か
れ

ん
な
花
々
が
登
山
者
た
ち
を
や
さ
し
く

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
集
合

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
コ
ー
ス　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
→

小
ヅ
ッ
コ
登
山
口
→
扇
ノ
山
→
畑
ヶ

平
高
原
→
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、

　

小
中
学
生
５
０
０
円 

▼
募
集
人
員　

先
着
40
人

▼
持
ち
物　
　

弁
当
、
雨
具

▼
募
集
期
限　

5
月
23
日
（
水
）

霧
ヶ
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

「
岩
魚
の
里
」
を
訪
ね
て

　

霧
ヶ
滝
は
広
大
な
安
山
岩
の
岸
壁
の

中
央
か
ら
落
ち
る
落
差
61
㍍
の
滝
で
、

兵
庫
県
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
珍
し
い
野
鳥
、
道
中
の
滝
な
ど
見

ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
と
き　

６
月
17
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
集
合

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

広報しんおんせん（5月号）

H19（2007）.5.10

募　

集

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

5月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

5月23日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

5月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

5月17日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

   6月16日（土） 午後1時～ 4時 豊岡市民会館

登記、相続、多
重債務、消費者
問題及び成年後
見など

兵庫県司法書士会但馬支部
司法書士法律相談委員会
TEL（079）665-8025



き
な
人
、
物
作
り
の
好
き
な
人
、
大
歓

迎
！
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
主
な
活
動

◇
小
学
校
や
ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド
で
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び

◇
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や

か
～
に
」
で
絵
本
に
親
し
む
会
を
開

催
（
月
1
回
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６
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「
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
」 

　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
期
間　

5
月
8
日
（
火
）
～

　

6
月
9
日
（
土
）
の
間

　

火
・
土
曜
日
（
計
10
日
）

　

午
後
7
時
30
分
～
9
時

▼
場
所　

健
康
公
園
す
こ
や
か
ド
ー
ム

▼
主
催　

新
温
泉
町
体
育
協
会

▼
参
加
資
格　

美
方
郡
在
住
、
在
勤
の
人

H19（2007）.5.10

▼
コ
ー
ス　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
→

霧
ヶ
滝
渓
谷
→
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

※
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、

　

小
中
学
生　

５
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
40
人

▼
持
ち
物　

雨
具
、
長
靴
、
手
袋
、
弁
当

▼
募
集
期
限　

６
月
13
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

  八田コミュニティセンターからのお知らせ 
 
玉川兄弟写真展のご案内

　鐘尾出身の玉川博教さん、正さん兄弟の 10 回目
の写真展。但馬をはじめ全国の風景写真を撮り続け
ており、その中からの選りすぐりを展示します。
◆と　き　５月８日（火）～５月 27 日（日）
　　　　　※５月 12 日 ( 土 ) からの予定でしたが、
　　　　　　８日 ( 火 ) から展示しています。
◆入場料　無料

カルチャースクール受講生募集

◆と　き　５月～３月（年６回）
◆内　容　料理や手芸など受講生の皆さまの話し　
　　　　　合いで決定します。
◆対　象　20 歳以上
◆募集人員　15 人
◆参加費　無料（材料費は参加者負担）

カメラ講座受講生募集

◆と　き　５月～３月（年４回）
◆開講日　５月 26 日（土）午後７時 30 分～
◆講　師　猪坂悦司 氏（湯）
◆内　容　写真の基礎、撮影会、展示会
◆対　象　20 歳以上（初心者も歓迎）
◆募集人員　25 人
◆参加費　無料（材料費は参加者負担）

文化・芸術作品の展示者を募集しています！

　あなたの作品を八田コミュニティセンターに展示
してみませんか！　「記念に個展を開いてみたい」

「グループの作品を発表したい」そのようなご希望
にお応えします。
◆場　所　　八田コミュニティセンター内
◆料　金　　無料
◆展示期間　   ２週間程度
◆その他　   営利目的の展示はできません。

－問い合わせ－
　八田コミュニティセンター

　℡（0796）93-0888

▼
参
加
料　

大
人
1
日
２
０
０
円
、　

　

高
校
生
以
下
無
料

▼
申
込
方
法　

当
日
受
付

▼
問
い
合
わ
せ　

　

新
温
泉
町
体
育
協
会　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
４
4

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
紙
ふ
う
せ
ん
」
メ
ン
バ
ー
募
集

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

人
、
絵
本
が
好
き
な
人
、
子
ど
も
が
好




